
全
国
挙
げ
て
建
国
五
十
周
年
を
祝
賀

半
世
紀
に
及
ぶ
輝
け
る
歴
史
の
過
程
を
歩
ん
で

き
た
中
華
人
民
共
和
国
は
、
十
月
一
日
に
建
国
五

式
典
を
見
る
董
建
華
香
港
特
区
行
政
長
官

(
右
)
と
漢
門
特
区
の
初
代
行
政
長
官
に
な

る
何
厚
鱒
氏
カ
メ
ラ
・
劉
宇

隊
で
編
成
さ
れ
た
十
の
飛
行
梯
形
(
て
い
け
い
)

部
隊
の
合
計
百
三
十
二
機
の
軍
用
機
が
広
場
上
空

を
低
空
飛
行
し
、
そ
の
中
に
は
中
国
が
独
自
に
開

発
・
製
造
し
た
戦
闘
機
「
飛
豹
」
や
空
中
給
油
機

も
合
ま
れ
て
い
た
。

軍
事
パ
レ
ー
ド
の
後
は
市
民
大
行
進
で
、
喜
び

あ
ふ
れ
る
行
進
隊
列
が
次
々
と
「
開
国
・
創
業
」

「
改
革
・
光
輝
」
「
世
紀
・
飛
躍
」
の
三
つ
を
テ
ー

マ
に
、
新
中
国
成
立
五
十
年
来
と
り
わ
け
改
革
・

開
放
政
策
実
施
以
来
の
二
十
年
来
に
中
国
に
発
生

し
た
天
地
を
覆
す
よ
う
な
変
化
を
生
き
生
き
と
映

し
だ
し
、
中
国
の
政
治
の
安
定
、
経
済
の
発
展
、

民
族
の
団
結
、
社
会
の
進
歩
、
人
民
の
生
活
の
改

善
、
国
際
的
地
位
の
向
上
と
い
う
素
晴
ら
し
い
状

況
を
体
現
し
て
い
た
。
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
く
る

各
省
の
山
車
(
だ
し
)
の
列
の
中
に
は
香
港
、
漢

門
、
台
湾
の
山
車
も
見
ら
れ
、
特
に
人
目
を
引
い

た
の
は
台
湾
の
山
車
の
上
に
「
台
湾
問
題
は
無
期

十
周
年
を
迎
え
た
。
同
日
午
前
、
各
界
に
よ
る
建

国
五
十
周
年
慶
祝
式
典
が
天
安
門
広
場
で
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
、
五
十
万
人
が
盛
大
な
軍
事
パ
レ
ー

ド
と
市
民
大
行
進
に
参
加
し
た
。

式
典
は
午
前
十
時
に
始
ま
り
、
五
十
発
の
礼
砲

が
と
ど
ろ
く
中
、
二
百
人
の
国
旗
護
衛
隊
が
隊
列

を
組
ん
で
人
民
英
雄
記
念
碑
の
前
か
ら
赤
い
じ
ゅ

う
た
ん
沿
い
に
広
場
の
北
の
端
の
国
旗
掲
揚
台
の

前
ま
で
進
み
、
そ
の
後
千
人
余
り
で
編
成
さ
れ
た

中
国
人
民
解
放
軍
連
合
軍
楽
隊
が
国
歌
を
演
奏
、

全
員
が
起
立
し
て
高
ら
か
に
国
歌
を
歌
い
、
そ
の

声
の
中
で
五
星
紅
旗
が
ゆ
っ
く
り
と
昇
っ
て
い
っ

た
。引

き
続
き
江
沢
民
中
国
共
産
党
総
書
記
・
国
家

主
席
・
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
が
、
国
産
の
紅
旗

の
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
り
、
人
民
解
放
軍
の
陸
海

空
三
軍
お
よ
び
人
民
武
装
警
察
部
隊
、
民
兵
予
備

役
部
隊
を
閲
兵
し
た
。
こ
れ
は
中
国
の
第
三
世
代

の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
、
初
め
て
の
国
慶
節
に
お
け

る
三
軍
部
隊
の
閲
兵
で
あ
る
。

そ
の
後
、
江
沢
民
主
席
は
天
安
門
楼
上
か
ら
重

要
演
説
を
行
っ
た
(
全
文
は
八
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
演

限
に
引
き
延
ば
す
こ
と
は
は
で
き
な
い
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
重
要
な
場
で
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

中
国
大
陸
と
台
湾
省
の
人
民
の
祖
国
の
早
期
統
一

を
待
ち
望
む
切
実
な
願
い
を
改
め
て
示
し
て
い
た
。

式
典
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
こ
ろ
、
一
万
個
を

超
え
る
色
と
り
ど
り
の
風
船
が
空
に
舞
い
あ
が
り
、

平
和
の
象
徴
で
あ
る
ハ
ト
五
万
羽
が
一
斉
に
大
空

に
放
さ
れ
、
一
万
四
千
人
の
少
年
先
鋒
(
せ
ん
ぼ

う
)
隊
員
が
花
を
手
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
天
安

門
の
前
の
金
水
橋
の
上
に
ど
っ
と
駆
け
寄
り
、
式

典
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
た
。

式
典
に
参
列
し
た
人
の
中
に
は
、
党
と
国
の
指

導
者
や
各
界
の
代
表
お
よ
び
外
国
の
中
国
駐
在
大

使
館
員
、
武
官
、
国
際
社
会
の
友
人
な
ど
が
い
た
。

香
港
特
別
行
政
区
の
董
建
華
行
政
長
官
と
襖
門
特

別
行
政
区
の
初
代
行
政
長
官
に
な
る
何
厚
鋒
氏

も
、
天
安
門
の
機
上
か
ら
参
観
し
て
い
た
。

当
日
の
夜
、
天
安
門
広
場

で
盛
大
な
祝
賀
セ
レ
モ
ニ
ー

が
聞
か
れ
、
各
省
・
自
治

区
・
直
轄
市
か
ら
来
た
十
万

人
の
出
演
者
や
市
民
が
、
歌

や
踊
り
で
新
中
国
の
誕
生
日

を
祝
っ
た
。
色
と
り
ど
り
の

美
し
い
花
火
が
広
場
の
上
空

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
北
京
全

体
が
歓
喜
の
海
と
化
し
た
。

首
都
北
京
以
外
の
各
地
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
慶
祝
行
事

が
執
り
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

·全国挙げて建国五十周年を祝賀。

10月 3 日に天安門広場で配念すべき時
を過ごすアベックカメラ・李世公

式
典
会
場
で
取
材
す
る
外
国
人
配
者

カ
メ
ラ
・
皮
大
維
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説
の
後
で
軍
事
パ
レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
し
、
中
国

人
民
解
放
軍
儀
じ
よ
う
隊
に
守
ら
れ
た
軍
旗
が
先

頭
を
進
み
、
陸
海
空
軍
、
武
装
警
察
部
隊
、
民
兵

予
備
役
部
隊
の
一
万
人
余
り
の
将
校
と
四
百
台
余

り
の
戦
車
、
大
砲
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
で
編
成
さ
れ

た
十
六
の
徒
歩
部
隊
と
二
十
五
の
車
両
部
隊
が
、

威
風
堂
々
と
天
安
門
広
場
を
通
過
し
た
。
最
後
の

一
団
の
ミ
サ
イ
ル
け
ん
引
車
の
上
に
は
、
最
近
中

国
が
独
自
に
開
発
・
製
造
し
た
ば
か
り
の
最
新
移

動
式
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
積
み
込
ま
れ
て
い

た
。
ま
た
、
空
軍
航
空
隊
を
中
心
に
陸
海
軍
航
空

国
旗
を
頭
襲
に
揮
し
た
無
邪
気
な
子
供

カ
メ
ラ
・
李
世
公

f

外
国
駐
在
の
中
国
大
使
館
で
も
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
、
国
外
に
い
る
中
国
人
留
学
生
も
さ
ま

ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
で
祖
国
の
誕
生
日
を
祝
っ
た
。

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
も
中
国
の
国
慶
節
の
慶
祝
式

典
に
特
に
関
心
を
示
し
、
数
日
に
わ
た
る
報
道
の

中
で
中
国
が
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
勝
ち
取
っ
た
偉

大
な
成
果
を
称
賛
し
、
新
中
国
成
立
五
十
周
年
を

祝
い
、
と
り
わ
け
来
世
紀
に
中
国
が
世
界
の
平
和

と
発
展
に
さ
ら
に
多
く
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
展
望
し
て
い
た
。
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